
（別紙３）

～ R8年　4月　15日

（対象者数） 8名 （回答者数） 6名

～ R8年　3月　31日

（対象者数） 13名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スタッフの継続年数を増やしていけるように、職場環境を整
えながら、お子さんやスタッフも安心して過ごせるようにマ
ニュアル強化や経験を積み重ねていけるようにします。

2

遠足も少し遠出したり、今までしてないようなことにもチャ
レンジ出来るように考えていきます。
保護者さんがデイの様子をみれる機会や交流の持てるような
企画も検討していきたいです。

3

まだまだスタッフも経験不足ですので、他事業所の内容や療
育園やセンターでの取り組みなども教えてもらいながら、
色々な療育にチャレンジしていきたいです。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域との繋がりは、ハロウィンやイベントを充実させること
で取り組んでいきたいと思います。
お子さんとの交流については出来ることの案を出し合い、実
現できるようにしていきます。

2

スタッフの経験年数が高くなるように職場環境を整え、経験
不足を補っていく必要があります。遠足やイベントは記録に
残しながら振り返りをしたり、拡張できるように検討してい
きます。
SNSやHPで療育だけでないデイでの取り組みを発信していき
ます。

3

時間に追われてついつい整理整頓を後回しにしやすいので、
スタッフ一人ひとりが一日の流れを把握しながら、安心安全
を第一に気持ちよく過ごせる空間を作っていきます。お部屋
での療育の充実を検討し、限られたスペースで順番に遊べる
ものを考えていきます。

看護師が多く在籍しており、療法士も常勤で配置しているた
め、専門的な療育や医療的なケアを安心して受けることができ
ます。

看護師会議や支援会議を通して、子どもたちが安全に楽しく過
ごせるように話し合いをして環境づくりや支援の統一をしてい
ます。
医療的ケアのあるお子さんでも、看護師だけでなく、保育士や
児童指導員とも触れ合い、抱っこしてもらったり一緒に活動支
援出来るようにしています。

療育会議を設けて、季節やイベントを多職種のスタッフで考え
ていくことで、個別性にも寄り添いながら成⾧発達につなげて
楽しめる療育を提供するようにしています。

気候がいい時には積極的に外に出たり、遠足を企画していま
す。夏祭りは保護者さん、きょうだい児さん参加型にし、デイ
での様子を一緒に体験してもらったり、交流できる機会になる
ように意識しています。
児童発達支援は朝からのご利用となり、スタッフも確保しやす
いので遠足をたくさん経験できるようにしています。

明るく、楽しく、元気にたくさん遊べるよう心がけています。
ただし、重度心身障がい児の事業所でもあるため、本調子でな
い時には無理はせずに子どもさんに合わせてリラクゼーション
や排痰など、集団を離れて休めるようにもしています。

個々の生活リズムや体力面を考慮して、活動時間や午睡時間を
設けています。
体調面は体温や脈拍、SPO2の値だけでなく、保護者さんから
の引継ぎやお子さんの表情などから判断し、無理のない療育を
心がけています。

スペースに限りがあるので、お部屋で身体を動かしたり、遊ぶ
スペースの確保、個別での対応をする空間の確保が難しい時が
あります。

もともとのスペースの拡張は難しいため、整理整頓をしてなる
べく広いスペースを確保していきます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との繋がりや、近所のお子さんとの交流などをもつ機会が
なかなか持てていません。

日々の業務に追われてなかなか企画できていません。
保育園や幼稚園や近所のお子さんとの交流もどのようにしたら
いいのかまだ検討中の段階です。

アンケート結果から、保護者さんやきょうだい児さんとの交流
の場が少ないかなと思います。また、マニュアルの共有や災害
時訓練の様子が保護者さんへ伝わっていなかったように感じま
す。

小規模なイベントは意識的に取り組んでいますが、経験年数の
浅いスタッフも多いので知識や経験が浅い部分があり、新しい
ことへの取り組みがなかなか実現できないところがあります。
HPやSNSの活用がしきれていないと思います。

R8年　3月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　4月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 彩Sai　Kids

○保護者評価実施期間 R8年　3月　16日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

彩Sai Kids
公表日 　　　　　R8年　　５月　　８日

利用児童数 　　　　　R8年　　3月　　31日 回収数 6名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

5 1 0 0

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

5 0 0 1

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 3 1 0 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

5 0 0 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支
援が受けられていると思いますか。 

6 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

6 0 0 0

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されている
と思いますか。 6 0 0 0

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されていると思いますか。 6 0 0 0

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

6 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま
すか。

6 0 0 0

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこども
と活動する機会がありますか。

0 1 2 3

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。

6 0 0 0

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました
か。

6 0 0 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。 1 0 1 4

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。

5 1 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

5 1 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

5 1 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交
流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

0 1 1 4

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。

5 1 0 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

5 1 0 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。 5 0 0 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

6 0 0 0

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 5 1 0 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が行われていますか。

2 0 0 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか
 。 5 0 0 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

5 0 0 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

6 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

5 0 0 1

29 事業所の支援に満足していますか。

6 0 0 0

非
常
時
等
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
等

満
足
度

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

公園やお散歩で会うお子さんや保育園の
子どもたちとあいさつなどしている程
度。機会を持てるように検討します。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

個別支援計画を通して実施しているが、
研修や情報提供の機会が少ない。SNSで
の発信など検討していきます。

夏祭りを家族さん参加型にし、きょうだ
い児にも参加してもらえるようにしてい
ます。他にもデイに来ていただける機会
を持てるように検討していきます。

周知説明を行い、訓練の報告書もHPや
SNSで発信していきます。

同上

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

彩SaiKids
公表日 　　　R8　年　５　月　８　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

7 5

人数が多い時は気候が良ければ室外等で実施
しています。

スペースが狭いとの意見が複数あります。基
準は満たしていますが、整理整頓をして、ス
ペース確保をしていきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

12 0

1対1で関われるのがベストですが、職員数
が少ない時は2グループで分かれて関わった
りしています。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい
るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ
リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 10 2

こどもにわかりやすい構造化になるように、
表示などの工夫を検討していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

9 3

掃除や整理整頓を徹底していきます。
室内では限界があるので、気候が良ければ外
での活動へ切り替えていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認め
られる環境になっているか 。

8 4

個室はないが、ベッド（記録室）を使用して
閉鎖的な空間にしたり工夫しています。

スペースに限りがあるため、マットやパー
テーションを使用し必要時は個別の空間を
作っていきます。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

10 2

lineworksで支援内容や会議録をアップし確
認できるようにしています。

引き続きlineworksでの共有を行い、統一し
た支援を行えるようにしていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設
けており、その内容を業務改善につなげているか。

11 1

保護者向け評価をHPにアップした際に、
lineworksでもお知らせし各自周知してもら
えるようにします。面談で意見を聞いたりし
ているが、アンケート等実施していないので
必要と思われます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか。 

11 1

適宜職員間で情報共有が行われています。
休みの日でもLineworksでその日の情報が分
かるので、周知出来ています。

療育会議や支援会議にて、話し合う機会を設
けていますが、時間に限りがあるため、ミー
ティングなどでも汲み上げしていきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。

3 6

実施に努めてまいります。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等
で研修を開催する機会が確保されているか。

12 0

感染症、AED研修、避難訓練を実施した後振
り返り、意見交換をしたりしています。
3号研修の安全管理研修として、資料を作成
し、講義や意見交換もしています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

11 1

HUGやlineworksにて共有しております。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を
作成しているか。 12 0

個別支援計画の支援会議や療育会議などで、
具体的な内容を話合い、療育に盛り込んでい
ます。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だ
けでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 12 0

多職種がいるため、意見を共有したり、疑問
があればそれぞれの分野の観点から話合いを
しています。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行わ
れているか。 

12 0

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォー
マルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマ
ルなアセスメントを使用する等により確認しているか。

9 3

ツールを用いたフォーマルなアセスメントに
ついては発達検査の結果があれば保護者に確
認していきます。ツールの取得も検討しま
す。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行
支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏ま
えながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上
で、具体的な支援内容が設定されているか。 10 2

分からない回答が複数名ありました。ガイド
ラインを設置し、いつでも確認できるように
していきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

12 0

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

12 0

流行に合った療育も考え実施していました。
（彩万博など）

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて
児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

12 0

利用する曜日によって集団が異なるため、子
どもたちの楽しめる内容を試行錯誤して考え
ています。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援
の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っ
ているか。 12 0

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支
援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

8 4

支援終了後は送迎があり、就業時間に間に合
わず振り返りが出来ていないことが多い。全
員集まれなくても5分前に振り返りを実施
し、ノートに記載していくようにします。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善
につなげているか。

11 1

HUGにて生活記録に記載しています。HUG
内でその日の様子を振り返られるので検証や
改善につなげています。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要
性を判断し、適切な見直しを行っているか。

11 0

個別支援計画、専門的支援計画にて、必ず見
直し行っています。

見直しの内容はHUG内であるので、適宜各
職員見てもらえるようアナウンスしていく。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

12 0

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている
か。

11 0

必要時は医療機関との連携を直接とらせて頂
くこともあります。相談支援員さんや支援セ
ンターさんとのカンファレンも実施していま
す。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進
の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を図っているか。

10 2

療育園に通われているお子さんが多いので、
相談員さんを通して計画をお互いに共有した
り、カンファレンスで情報共有はしていま
す。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間
で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

4 6

分からないの回答が複数名ありました。今年
度は新1年生がいなかったたあめ、今後は支
援内容の情報共有を検討していきます。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連
携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受
けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積
極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこ
どもと活動する機会があるか。

2 9

地域の他のお子さんとの関わりがもてる機会
が作れていません。課題として捉え、機会を
作れるようにしていきます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。

12 0

送迎時など短い時間ではありますが、直接顔
をみてお話しできるようにしております。

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修
の機会や情報提供等を行っているか。 5 5

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

12 0

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。 12 0

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護
者から児童発達支援計画の同意を得ているか。

12 0

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

12 0

送迎時には保護者さんとのお話できる貴重な
機会ですので、様子をお伝えしつつ、相談な
ども聞いたり、させて頂くこともあります。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。
また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしてい
るか。 8 4

夏祭りでは保護者さん、きょうだい児さん参
加型としています。他にもデイの様子をみて
もらえる機会を考えて実施できるようにしま
す。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備
するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか。 12 0

保護者さんが気になることはしっかりとお聞
きし、デイ全体で周知共有しながら改善に努
めています。

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに
より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者
に対して発信しているか。

12 0

インスタグラムはデイのスタッフが作成し、
デイの様子をよりお伝えできるように発信し
ています。

インスタグラムやHPを活用し、行事予定な
ども案内していく。発信者が偏っているの
で、色んなスタッフがデイの様子をお伝え出
来るようにしていく。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

11 1

個人情報の取り扱いについては、気を緩めな
いように全体でしっかり注意し合いながら強
化していきます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。

12 0

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営
を図っているか。

3 9

地域に開かれた事業運営は積極的に行えてい
ません。ハロウィン等のイベントでまずは近
隣施設さんとの交流や関係を作っていきま
す。

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発生を想定した訓練を実施しているか。 11 0

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

12 0

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認
しているか。

12 0

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対
応がされているか。

12 0

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われている
か。 12 0

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安
全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

11 0

震災や事故などのトラブルについてもマニュ
アルを強化し、デイのスタッフのみならず、
保護者さんへも知ってもらえるようにしてい
く。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につい
て検討をしているか。

12 0

インシデントレポート、ヒヤリハットについ
ては当事者が記載し、全体周知出来るように
しています。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応
をしているか。

11 1

委員会はあるが、機能していないところがあ
るのではと指摘がありました。動画研修など
は行っていますが、訓練研修やカンファレン
スを実施し、虐待についてスタッフ間で意見
交換が出来るようにしていきます。

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的
に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、児童発達支援計画に記載しているか。 11 0

拘束はしない考え方を大切にしていきます
が、なぜするのか?どういうものがあげられ
るのかを知る機会も必要であるので研修を検
討します。

31

5 4

分からないの回答が複数名ありました。今後
は療育についての研修依頼を検討していきま
す。

28

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

事業所における自己評価結果公表


